
第 59 回 理事会議事録 

 

場所        岡山県津山市新魚町 17 アルネ・津山 5 階 

          津山市人権啓発課（津山男女共同参画センター「さん・さん」） 

2023 年 4 月 9 日(日)  午後 13 時 30 分～理事会を開催した。 

当団体の理事総数    7 名 

出席理事        7 名 

            山本康世、浅野肇之、森内忍、都築真敏 

            國吉和美、服部みさと、山本礼知 

出席正会員       １名 

            小西竣也 

以上のとおり理事の過半数以上が出席及び欠席者からは委任状を受理したので、理事長 

山本康世が議長となり、開会を宣し議事に入った。 

 

議案 当団体の活動報告及び今後の活動予定について 

先月からの活動報告及び今後の課題、予算案、活動の広報について協議、検討を行った。 

概要は次のとおりである。 

（1)活動報告事項 

○会員数、寄付金報告 

  ・４月分会員数・寄付金 

  正会員  6 口  30,000 円 



  賛助会員         ２口 6,000 円 

  寄付金        72 件  1,254,286 円 

   【寄付金内訳】 

  REDYFOR 継続 3 月 55 件  113,000 円 

  シンカブル     11 件  27,286 円 

  日本フィランソロピー協会 1,050,000 円含む 

○相談者数報告 

 ・2023 年度（4 月） 

  DV 被害       女性 26 件  男性 1 件  子ども 1 件 

  DV 加害者       1 件 

貧困母子家庭      4 件 

  行政機関団体その他    12 件 

  その他（精神症状、借金、離婚相談など 6 件 

 

〇保護人数及び保護依頼状況(2023 年 4 月) 

保護依頼    計  6 件  

  保  護    計  5 名（同伴児童含む）（詳細は別紙参照） 

          退所   2 名   継続 5 名   

(2)主な事業の課題と予算の審議事項 

1. 一時保護シェルター運営について 



・橋本財団からの助成により、来年度は相談員のための研修を実施。年 12 回、90 分の

内容で外部から専門家にも依頼する予定になっている。この活動を通して、支援者の

育成と協力者を募れるような仕組みを構築していく。第１回を実施。 

・シェルター入居者への食糧及び生活品等の支援 

 寄付によるふるさと納税返礼品での食料支援継続中 

 岡山 NPO センターを通じての KOTOMO 基金 

   株式会社 GCOOP 様より寄付金と生活用品の寄付をいただき、保護シェルター、アウ

トリーチ支援家庭に配布 

 ライオンズクラブ、支援者（一般）からの食糧寄付 

 Amazon みんなの応援プログラムで生活用品、子ども用日用品など寄付依頼 

・シェルターの現状について 

  上記に数字を記載している。 

 ・休眠預金事業（緊急枠）を申請予定。 

  →居場所+シェルター事業+学習支援と横断的な事業を構想中。 

 

２.活動についての報告（4 月概要） 

 ・イオン黄色レシートキャンペーンギフト贈呈式             （15 日） 

 ・第 1 回相談員・ボランティアのための研修会オンライン                （16 日） 

 ・サービスグラント個別説明会   オンライン                      （23 日） 

 ・ドコモ MCF シェルター訪問。４人                                   （25 日） 

 ・令和 5 年度第 1 回女性相談員等連絡会議出席とオリーブの家概要説明    （27 日） 

  

３. DV 被害者セーフティーネット強化パイロット事業 

 （１）事業終了に伴い、事業完了報告書と証憑書類の提出、パイロット事業の精算書を

提出 

  現在、岡山県の県民生活部人権男女課の担当の方が確認してくれている状況。 

  担当の方より以下のスケジュールで進むとメールをいただいている。 

  〇今週中を目途に未提出の証拠書類、歳入歳出決算書のメール提出 

（国の交付金の額の確定が 21 日の予定なので、額を確認後） 

〇実績報告書（原本）、請求書の郵送提出 

・県：補助金の支払い（４月中） 

 

(２) 事業は終了したが、今後も再被害防止マニュアルは継続して作成する。流れは 

以下の通り。 

① 現状、予防・コミュニケーションに関しての情報が不十分。情報を強化したマニ

ュアル冊子を作成予定。 



② 現段階は、コピーの様なもの。今後は、当団体のデータも反映したもので、冊子

を作成し配布したい。 

③ 個人に向けて、色々な DV のタイプに合わせた個別の HOW TO を記載したものも

考えている。→個別のプログラムとして提供。また、プログラムを体験した人に

は、FB をもらい、効果検証を行う。 

・パイロット事業については、反省点や補助金や助成金の違い、経過報告をしていく

ことが重要になる。事業の報告書についてしっかりとまとめていく必要になる。

NPO 法人自体が不利益を被らないようにしていく必要がある。 

 

４．理事長交代に関わる審議 

本議案について、理事長交代に関する経緯の説明について理事長と次期理事長候補から説

明があった。 

この議案について表決の結果、賛成者が満場一致。委任状賛成を含め賛成となり、承認可

決された。 

 

４.その他 

・来年度の会員名簿と領収書の電子保存について 

・来月の総会の確認 

・KOTOMO 基金４月の申請完了。 

（下記事項については全員で確認及び作業） 

〇奇数月に名簿のチェック 

〇寄付者への領収書・文章送付は、発生次第随時行う（Ready for 以外も） 

〇事務所での整理整頓、書類整理等の課題については、随時各担当者主体に行う 

 

☆次回理事会開催予定☆ 

日 時  2023 年５月１３日(土) 午後 12 時 00 分～午後 13 時 00 分 

場 所  津山男女共同参画センター「さん・さん」学習と発見の部屋 

理事長、理事及び会員により当団体の今後の活動方針の協議を執り行った。事業課題と予

算及び資金調達について話し合い、その承認の可否につき審議した結果、以下のとおり全

員一致をもって承認可決した。 

 

記 

今後の活動予定及び方針等について、承認する。  



以上をもって議事を終了したので、議長は午後 15 時 00 分に閉会を宣した。 

上記の決議を明らかにするため、この議事録を作成し、議長及び本会議で選出された議事

録署名人 2 名が以下に記名押印する。 

2023 年 4 月 9 日 

特定非営利活動法人オリーブの家 理事会 

議長 理事長 山本 康世    印 

                     出席理事  服部 みさと    印 

                        同  國吉  和美     印 


